
ＳＳＨ第Ⅳ期4年次
生徒の“気づき”から学びを深化させる錦江湾ＳＳＨ探究プロジェクト

鹿児島県立錦江湾高等学校
ＳＳＨ総括主任 川野 誠 1

高



高 ＳＳＨ(スーパーサイエンスハイスクール)とは

高等学校等において、先進的な理数教育を実施するとと
もに、高大接続の在り方について大学との共同研究や、国
際性を育むための取組を推進します。また創造性、独創性
を高める指導方法、教材の開発等の取組を実施します。
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令和4年度指定校（217校）
本校は令和元年度中間評価において
対象校７７校のうち、最高評価の６校に選出 JST



〈スクールミッション〉
鹿児島市にある普通科と理数科を有する高校として，県

内初のＳＳＨの実績を生かし，探究活動を通して誇りと好
奇心を原動力に生徒一人一人が何事にも挑戦する態度を育
み，自らの将来を論理的・科学的にデザインし，グローバ
ルな視点で社会に貢献する人材を育成する学校を目指しま
す。

高 鹿児島県立錦江湾高等学校について

・ＳＳＨ第Ⅳ期3年次(R4年度〜)
・普通科４クラス/理数科２クラス
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本校HP
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・学校設定科目として
普通科︓ロジックプログラム(LP)

１年生 ３単位
２年生 １単位 ※夕活も活用して実質２単位化
３年生 １単位

理数科︓アクティブサイエンス(AS)
１年生 ３単位 （ＢＳ＝ベーシックサイエンス）
２年生 ２単位 （ＳＲ＝サイエンスリサーチ）
３年生 １単位 （ＳＣ＝サイエンスキャリア）

→ 「総合的な探究の時間」に相当 ※１コマ＝45分

高 錦江湾高校の探究の概要
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30分



高 錦江湾高校の探究の概要

ロジックプログラムⅡ(普通科・２年次)
毎週木曜日 ６限＋夕活

１〜２学期ではデータ収集（調査・実験）と分析
２〜３学期では研究をまとめて発表する
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・シリーズ科学講座Ⅱ
・リテラシー講座
・SSH生徒課題研究中間発表会
（10月下旬・錦江湾高校）
・大学連携アドバイス講座
・SSH生徒課題研究発表会
（2/20・県民交流センター）

データ収集・処理課題研究
１学期
２学期

データ処理
ポスター発表

大会出場
研究発表３学期



高 錦江湾高校の探究の概要

サイエンスリサーチ(理数科・２年次)
毎週木曜日 5・６限＋夕活

１〜２学期ではデータ収集（調査・実験）と分析
２〜３学期では研究をまとめて発表する
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・シリーズ科学講座Ⅱ
・リテラシー講座
・SSH生徒課題研究中間発表会
（10月下旬・錦江湾高校）
・大学連携アドバイス講座
・SSH生徒課題研究発表会
（2/20・県民交流センター）

データ収集・処理
大会出場課題研究

１学期
２学期

データ処理
ポスター発表

大会出場
研究発表３学期



高 発表の様子（10月・課題研究中間発表会）

8

班ごとに
ポスター発表／口頭発表
〔審査員〕
・大学教授
・博物館館長
・教育関係者 等

普通科・理数科を問わず
外部の大会にもチャレンジ
できます︕



高 活動の様子（11月・LPⅡアドバイス会）
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大学の先生方や大学院生などに
来校していただき、各班の研究
についてのアドバイスをもらう



高 発表の様子（12月・九大アカデミックフェスティバル）
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九州大学（福岡県）で実施
される発表会に参加

R5年度では普通科から３班
出場しました



高 発表の様子（12月・SSH交流フェスタ）
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県内SSH校（５校）による課
題研究発表会に参加します

〔ステージ部門〕
生物・化学・物理・地学
〔ポスター部門〕
物理・地学
生物
化学
人文・数学



高 発表の様子（１月・県探究コンテスト）
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鹿児島の県立高校の生徒による
発表会にも参加します
（ポスター発表／口頭発表）
他校の生徒との交流もあります

R5年度は普通科・理数科生徒
約６０名（８班）が参加しまし
た



高 発表の様子（２月・課題研究発表会）
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宝山ホールで研究の成果を発表
します（ポスター発表／口頭発表）

〔審査員〕
・大学教授
・博物館館長
・教育関係者 等

全国からの視察者も多数来場。



基本的な研究スキルについてはリテラシー講座で学びます

・研究テーマの設定の仕方

・情報収集の仕方

・データの取り方／実験の方法

・データ処理／分析の仕方

・レポート／論文／ポスターのまとめ方

・研究倫理について 等

高 リテラシー講座
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リテラシー講座
→ 課題研究をすすめる上で必要なリテラシーを育成

① メディアリテラシー
② 統計リテラシー
③ プレゼンリテラシー
④ リサーチリテラシー
⑤ グローバルリテラシー

定着を確認するために単元テストも実施する予定です︕

高 リテラシー講座
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高 SSHの成果を活かすために
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令和５年度からは推薦入試等対策室を新設(進路部×SSH部)

・「探究」を武器にして進路実現を達成する
プレゼンテーション／面接／レポート提出 等

→ 取り組みを自分の言葉で語れるようにする
テーマ設定の時点で、将来を意識しておく

・生徒の研究テーマと大学とのマッチングのための情報提供
→ 視野を広げつつ、強みを活かしていく



高 課題研究について
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高 課題研究について

18引用︓「SSHとして研究をする上での助言」鹿児島大学法文学部人文学科 菅野康太 准教授



高 課題研究について

19※「SSHとして研究をする上での助言」(鹿児島大学法文学部人文学科 菅野康太 准教授)を一部改変した。

〇 やりたい・できる
研究の質がそこそこ

× 新規性なし

〇 やりたい・できる
研究の質がそこそこ
新規性がある

〇 やりたい
研究の質が高い

× できない
新規性なし



高 課題研究について

20引用︓「SSHとして研究をする上での助言」鹿児島大学法文学部人文学科 菅野康太 准教授



高 課題研究について

Introduction
(導入)

Discussion
(考察)

Result
(結果)

Methods and Materials
(資料・対象と方法)

IMRAD(イムラッド)

※「SSHとして研究をする上での助言」(鹿児島大学法文学部人文学科 菅野康太 准教授)を一部改変し図を加えた。 21
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ｃ課題の設定 教員の意図的な働きかけ・支援が重要

① 自分にとって興味・関心のある分野を見つける
② 興味・関心のある分野について知る

(論文・書籍・検索エンジン については後述)
③ 具体的なテーマに絞って設定する

自分にとって興味・関心がある
実験・調査ができる
新規性がある

調べたら答えがすぐに見つかるものはダメ

高 課題研究について

25

リサーチナビ(国立国会図書館)



ｃ課題の設定
リサーチナビ(国立国会図書館)を使えば、
参考文献・調べ方・キーワード などが見つかる

高 課題研究について
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ｃ情報の収集
① 書籍
② 検索エンジン

③ 実験 or 調査(文献・インタビュー・アンケート)
量的調査
質的調査

高 課題研究について
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・必ず先行研究(論文など)を調べる︕
・参考/引用文献に注目するとチェックすべき

文献がさらに見つかる

社会調査の方法について要確認︕

国立教育政策研究所
社会教育実践研究センター

むやみにアンケートを乱発するのは×



ｃ情報の収集

高 課題研究について
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CiNii(サイニー)

Google Scholar

J-STAGE

https://cir.nii.ac.jp/

https://scholar.google.com/

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/

「巨人の肩の上に立つ」

https://cir.nii.ac.jp/
https://scholar.google.com/
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/


ｃ情報の収集
校内だけにとどまらず、外部リソースも活用する
大学・役場・博物館・動物園・水族館 etc.

・聞きたいことを整理をする
・公開されているリソースに乗っかる
・ハブとなる人物を探してみる

高 課題研究について

29鹿児島大学HP STEAM Library 地域経済分析システムRESAS



ｃ整理・分析

高 課題研究について

30引用︓「SSHとして研究をする上での助言」鹿児島大学法文学部人文学科 菅野康太 准教授



ｃ整理・分析

高 課題研究について

31引用︓「SSHとして研究をする上での助言」鹿児島大学法文学部人文学科 菅野康太 准教授



ｃ整理・分析

高 課題研究について

32引用︓「SSHとして研究をする上での助言」鹿児島大学法文学部人文学科 菅野康太 准教授



ｃまとめ・表現
さまざまなまとめ・表現の仕方がある

レポート
論文
ポスター発表
プレゼン発表
商品開発 など

生徒にどのような力をつけさせたいのかによって選択する
→ コンテスト・コンクールへの参加を目指してみる

高 課題研究について
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① SSH指定校による成果物
② 錦江湾高校SSH報告書
③ 今、求められる力を高める総合的な探究の時間の展開
④ 伝わるデザインー研究発表のユニバーサルデザインー
⑤ リサーチナビ

高 お役立ち資料

① ② ③ ④ ⑤
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